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(57)【要約】
【課題】吸引のための管の接続部における漏れの低減。
【解決手段】ユーザーによって把持される筐体と、前記
筐体内に収容され、液体を吸引するための吸引流路部材
と、前記筐体によって保持され、液体を吸引するために
前記吸引流路部材と締まり嵌めによって接続された吸引
管と、を備え、前記吸引流路部材と前記吸引管との少な
くとも何れかは、前記締まり嵌めの相手に向かって盛り
上がり、前記締まり嵌めを実現するためのシール部を備
える手術用ハンドピース。
【選択図】図２１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザーによって把持される筐体と、
　前記筐体内に収容され、液体を吸引するための吸引流路部材と、
　前記筐体によって保持され、液体を吸引するために前記吸引流路部材と締まり嵌めによ
って接続された吸引管と、を備え、
　前記吸引流路部材と前記吸引管との少なくとも何れかは、前記締まり嵌めの相手に向か
って盛り上がり、前記締まり嵌めを実現するためのシール部を備える
　手術用ハンドピース。
【請求項２】
　前記吸引流路部材は、端部に、前記吸引流路部材の他の部位よりも外径が大きい頭部を
備え、
　前記頭部は、前記筐体内に形成された収容空間に配置され、
　前記筐体は、前記吸引管が挿入される向きに前記頭部が移動するのを制限し、前記収容
空間の境界の一部を形成するストッパーを備える
　請求項１に記載の手術用ハンドピース。
【請求項３】
　前記収容空間の径方向の境界は、前記ストッパーに接続された小径部と、前記小径部よ
りも内径が大きい大径部とを含み、
　前記シール部の前記挿入の方向の位置は、前記大径部の前記挿入の方向の範囲に含まれ
る
　請求項２に記載の手術用ハンドピース。
【請求項４】
　前記締まり嵌めは、前記吸引流路部材を孔とし、前記吸引管を軸とする嵌め合いであり
、
　前記シール部は、前記吸引流路部材の内周面に設けられ、
　前記吸引管は、外周面に、前記シール部が嵌まる凹みを備え、
　前記シール部は、前記凹みに嵌まっている
　請求項１から請求項３までの何れか一項に記載の手術用ハンドピース。
【請求項５】
　液体を切除対象部位に供給するための供給管を備える
　請求項１から請求項４までの何れか一項に記載の手術用ハンドピース。
【請求項６】
　前記供給管は、液体を間欠的に噴射するためのものである
　請求項５に記載の手術用ハンドピース。
【請求項７】
　請求項５又は請求項６に記載の手術用ハンドピースを備えた液体噴射装置。
【請求項８】
　請求項１から請求項６までの何れか一項に記載の手術用ハンドピースを備えた吸引装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液体を利用した手術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液体を利用して生体組織を切除するための手術装置として、液体噴射装置が知られてい
る。特許文献１に開示された液体噴射装置は、液体を噴射するための供給管（噴射管）に
加え、液体や切除した組織を吸引するための吸引流路部材を備える。特許文献１に開示さ
れた吸引流路部材は、筐体から突き出た管であり、１本の管によって形成されている。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１５－５８１６９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記の吸引流路部材は、１本の管によって形成されているため、管の途中で漏れが生じ
る可能性は殆ど無い。しかし、上記の吸引流路部材の機能を、複数の管を接続することで
実現する場合、管同士の接続部において、漏れが生じるという虞がある。
【０００５】
　上記の内容は、液体を利用した手術のための装置に共通であった。このような装置とし
ては、超音波による破砕を利用した手術装置や、液体を利用した手術において、液体を吸
引する装置等が挙げられる。
【０００６】
　本願発明は、上記を踏まえ、吸引のための管の接続部における漏れの低減を解決課題と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、上記課題を解決するためのものであり、以下の形態として実現できる。
【０００８】
　本発明の一形態は、ユーザーによって把持される筐体と；前記筐体内に収容され、液体
を吸引するための吸引流路部材と；前記筐体によって保持され、液体を吸引するために前
記吸引流路部材と締まり嵌めによって接続された吸引管と、を備え；前記吸引流路部材と
前記吸引管との少なくとも何れかは、前記締まり嵌めの相手に向かって盛り上がり、前記
締まり嵌めを実現するためのシール部を備える手術用ハンドピースである。この形態によ
れば、締まり嵌めを実現するための挿入がしやすいので、吸引管と吸引流路部材との間か
らの漏れを抑制できる。挿入とは、吸引管と吸引流路部材との一方を他方に挿入すること
である。挿入がしやすいのは、シール部が設けられていることによって、挿入深さによら
ず、吸引流路部材と吸引管との接触面積がほぼ一定になるからである。挿入深さによらず
接触面積がほぼ一定であれば、挿入深さが深くなっても、挿入に必要な力はそれほど増大
しないので、挿入がしやすい
【０００９】
　上記形態において、前記吸引流路部材は、端部に、前記吸引流路部材の他の部位よりも
外径が大きい頭部を備え；前記頭部は、前記筐体内に形成された収容空間に配置され；前
記筐体は、前記吸引管が挿入される向きに前記頭部が移動するのを制限し、前記収容空間
の境界の一部を形成するストッパーを備えてもよい。この形態によれば、吸引管が挿入さ
れる向きに頭部が移動することを制限できる。
【００１０】
　上記形態において、前記収容空間の径方向の境界は、前記ストッパーに接続された小径
部と、前記小径部よりも内径が大きい大径部とを含み；前記シール部の前記挿入の方向の
位置は、前記大径部の前記挿入の方向の範囲に含まれてもよい。この形態によれば、大径
部が設けられているため、吸引管の挿入に伴ってシール部が径方向外向きに力を受けて変
形しても、この変形が阻害されにくい。さらに、小径部が設けられているため、頭部が拘
束される。このため、吸引管の挿入時に頭部が過度に変形することが抑制される。
【００１１】
　上記形態において、前記締まり嵌めは、前記吸引流路部材を孔とし、前記吸引管を軸と
する嵌め合いであり；前記シール部は、前記吸引流路部材の内周面に設けられ；前記吸引
管は、外周面に、前記シール部が嵌まる凹みを備え；前記シール部は、前記凹みに嵌まっ
ていてもよい。この形態によれば、ユーザーは、吸引管が正しく装着されていることを判
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断しやすくなる。
【００１２】
　上記形態において、液体を切除対象部位に供給するための供給管を備えてよい。この形
態によれば、液体を利用した手術のために、液体を供給できる。
【００１３】
　上記形態において、前記供給管は、液体を間欠的に噴射するためのものであってもよい
。この形態によれば、間欠的な液体の噴射を利用して手術ができる。
【００１４】
　本発明は、上記以外の種々の形態で実現できる。例えば、上記のハンドピースを含む液
体噴射装置や吸引装置の形態で実現できる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】液体噴射装置の概略構成。
【図２】ハンドピースの斜視図。
【図３】ハンドピースの側面図。
【図４】ハンドピースの断面図。
【図５】駆動部付近を拡大して示す断面図。
【図６】ダイヤフラム付近を拡大した断面図。
【図７】供給管と、吸引流路部材とが分岐する部位の拡大断面図。
【図８】筐体から吸引管を取り外した状態のハンドピースを示す斜視図。
【図９】吸引管の断面図。
【図１０】図８の接続部１０の拡大図。
【図１１】接続部１０を、Ｘ２方向のプラス側からマイナス側に見た図。
【図１２】内周面と、吸引管の挿入部との嵌め合いを説明するための図。
【図１３】図１２に示された接触部１３Ｂ付近の拡大図。
【図１４】分解状態におけるハンドピースの外観図。
【図１５】第１ハウジングから第２ハウジングを取り外した状態を示す図。
【図１６】凸部付近における第２ハウジングを示す斜視図。
【図１７】凸部付近における第２ハウジングを示す斜視図。
【図１８】リング部材付近における第１ハウジングの斜視図。
【図１９】第１ハウジングから吸引流路部材を取り外した状態を示す図。
【図２０】吸引管と、分解状態におけるハンドピースとの断面図。
【図２１】吸引管が装着された状態におけるハンドピースの断面図。
【図２２】分解状態における吸引管とハンドピースとの断面図（変形例１）。
【図２３】装着状態における吸引管とハンドピースとの断面図（変形例１）。
【図２４】接続部を、Ｘ２方向のプラス側からマイナス側に見た図（変形例２）。
【図２５】接続部付近におけるハンドピースの断面図（変形例２）。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　図１は、手術装置２０の構成を概略的に示す。手術装置２０は、液体を利用した手術を
実現するための医療機器である。手術装置２０は、患部に対して液体を噴射することによ
って、患部（生体組織）を切除する機能と、噴射した液体や切除された生体組織を吸引す
る機能と、を有する。このため、手術装置２０は、液体噴射装置であり、且つ、吸引装置
である。
【００１７】
　手術装置２０は、制御装置３０と、アクチュエーター用ケーブル３１と、ポンプ用ケー
ブル３２と、フットスイッチ３５と、吸引器４０と、吸引チューブ４１と、液体供給装置
５０と、手術用ハンドピース２００（以下、ハンドピース２００という）と、を備える。
【００１８】
　液体供給装置５０は、給水バッグ５１と、スパイク針５２と、第１～第５コネクター５
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３ａ～５３ｅと、第１～第４給水チューブ５４ａ～５４ｄと、ポンプチューブ５５と、閉
塞検出機構５６と、フィルター５７と、チューブポンプ６０と、を備える。ハンドピース
２００は、供給管２０５と、吸引管４００と、を備える。
【００１９】
　給水バッグ５１は、透明な合成樹脂製であり、内部に液体（具体的には生理食塩水）が
充填されている。なお、本願では、水以外の液体が充填されていても、給水バッグ５１と
呼ぶ。スパイク針５２は、第１コネクター５３ａを介して、第１給水チューブ５４ａに接
続されている。給水バッグ５１にスパイク針５２が刺されると、給水バッグ５１に充填さ
れた液体が第１給水チューブ５４ａに供給可能な状態になる。
【００２０】
　第１給水チューブ５４ａは、第２コネクター５３ｂを介して、ポンプチューブ５５に接
続されている。ポンプチューブ５５は、第３コネクター５３ｃを介して、第２給水チュー
ブ５４ｂに接続されている。チューブポンプ６０は、ポンプチューブ５５を、ステーター
６０ａとローター６０ｂとで挟み込んでいる。チューブポンプ６０は、内蔵するモーター
（供給モーター６２）の回転によって、ローター上の複数のローラーを回転させることで
、ポンプチューブ５５を扱（しご）く。このように扱かれることによって、ポンプチュー
ブ５５内の液体は、第１給水チューブ５４ａ側から、第２給水チューブ５４ｂ側に送り出
される。なお、供給モーター６２を回転させることを「チューブポンプ６０を駆動する」
という。
【００２１】
　閉塞検出機構５６は、第２給水チューブ５４ｂ内の圧力を測定することで、第２～第４
給水チューブ５４ｂ～５４ｄ及びハンドピース２００内の流路の閉塞を検出する。閉塞検
出機構５６は、閉塞を検出すると、制御装置３０に検出結果を入力する。
【００２２】
　第２給水チューブ５４ｂは、第４コネクター５３ｄを介して、第３給水チューブ５４ｃ
に接続されている。第３給水チューブ５４ｃにはフィルター５７が接続されている。フィ
ルター５７は、液体に含まれる異物を捕集する。
【００２３】
　第３給水チューブ５４ｃは、第５コネクター５３ｅを介して、第４給水チューブ５４ｄ
に接続されている。第４給水チューブ５４ｄは、ハンドピース２００に接続されている。
第４給水チューブ５４ｄを通じてハンドピース２００に供給された液体は、駆動部３００
（図４，図５）の駆動によって、供給管２０５の先端に設けられたノズル２０７から間欠
的に噴射される。このように液体が間欠的に噴射されることによって、少ない流量で切除
能力が確保できる。このように、供給管２０５は、生体組織を切除するための液体を、切
除対象部位に供給するための管である。供給管２０５は、液体を噴射するためのものであ
るので、噴射管とも呼ぶ。供給管２０５は、手術に利用される液体が流れる管とも言える
。
【００２４】
　吸引チューブ４１は、ハンドピース２００に接続されている。吸引器４０は、吸引チュ
ーブ４１を通じて、吸引管４００内を吸引する。この吸引によって、吸引管４００の先端
付近の液体や切除片などが吸引される。このように、吸引管４００は、供給管２０５と同
様、手術に利用される液体が流れる管である。
【００２５】
　制御装置３０は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）と、記憶媒体と、を備える。記
憶媒体には、チューブポンプ６０及び圧電素子３６０（図５参照）を制御するためのプロ
グラムが記憶されている。制御装置３０は、ＣＰＵがこのプログラムを実行することによ
って、フットスイッチ３５が踏まれている間、アクチュエーター用ケーブル３１を介して
第１駆動信号を送信し、ポンプ用ケーブル３２を介して第２駆動信号を送信する。第１駆
動信号は、本実施形態においては４００Ｈｚの周期性を有し、駆動部３００を駆動させる
。第２駆動信号は、チューブポンプ６０を駆動させる。よって、ユーザーがフットスイッ
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チ３５を踏んでいる間は液体が間欠的に噴射され、ユーザーがフットスイッチ３５を踏ん
でいない間は液体の噴射が停止する。
【００２６】
　図２は、ハンドピース２００の斜視図を示す。図３は、ハンドピース２００の側面図を
示す。ハンドピース２００は、供給管２０５と、筐体２１０と、ネジ２２１，２２２，２
２３と、吸引管４００と、吸引力調整機構５００と、を備える。
【００２７】
　筐体２１０は、ユーザーによって把持される部材である。筐体２１０は、第１ハウジン
グ２１０ａと、第２ハウジング２１０ｂとの結合によって形成される。供給管２０５は、
金属製であるので、導電性である。筐体２１０及び吸引管４００は、硬質の樹脂製である
。
【００２８】
　図２，図３に示すように、ハンドピース２００を基準にした２つの直交座標系を定義す
る。１つ目は、Ｘ１－Ｙ－Ｚ１座標系である。２つ目は、Ｘ２－Ｙ－Ｚ２座標系である。
２つの座標系に共通するＹ方向は、第１ハウジング２１０ａと、第２ハウジング２１０ｂ
との境界線と直交する方向であり、第１ハウジング２１０ａから第２ハウジング２１０ｂ
への向きが正の向きである。ここでいう境界線とは、図２に示されるように、筐体２１０
の表面に表れる線のことである。但し、Ｙ方向の定義においては、接続部１０付近の境界
線は除外して考える。接続部１０については、図１０と共に後述する。
【００２９】
　Ｘ１方向は、上記境界線に含まれる所定の直線と平行な方向であり、吸引管４００の開
口端への向きが正の向きである。上記所定の直線とは、吸引力調整機構５００の両側に表
れる直線のことである。Ｚ１方向は、Ｘ１方向とＹ方向とから、右手系によって定義され
る。
【００３０】
　Ｘ２方向は、吸引管４００の長手方向であり、吸引管４００の開口端への向きが正の向
きである。Ｚ２方向は、Ｘ２方向とＹ方向とから、右手系によって定義される。Ｘ１方向
とＸ２方向との間の角度は、本実施形態においては２０度である。
【００３１】
　第２ハウジング２１０ｂは、第１ハウジング２１０ａに対して、ネジ２２１，２２２，
２２３の締結によって固定されている。ネジ２２１，２２２，２２３のうち、最もＸ１方
向のマイナス側に位置するのはネジ２２３である。ネジ２２３の位置は、筐体２１０のＸ
１方向マイナス側における端部付近に配置されている。このため、筐体２１０のＸ１方向
マイナス側における端部付近において、第２ハウジング２１０ｂは、第１ハウジング２１
０ａに対して、しっかりと固定されている。
【００３２】
　ネジ２２１，２２２，２２３のうち、最もＸ１方向プラス側に位置するのはネジ２２１
である。ネジ２２１の位置は、筐体２１０のＸ１方向プラス側における端部、すなわち接
続部１０付近よりもＸ１方向マイナス側に寄っている。これは、ネジ２２１よりもＸ１方
向プラス側において、筐体２１０を細く設計するためである。但し、ネジ２２１よりもＸ
１方向プラス側においても、第２ハウジング２１０ｂは、第１ハウジング２１０ａに対し
て、しっかりと固定されている（図１４，図１５と共に後述）。
【００３３】
　図４は、ハンドピース２００の断面図を示す。筐体２１０の内部には、ネジ孔２２１ａ
，２２２ａ，２２３ａと、入口流路２４１と、絶縁部材２７０（図６と共に後述）と、駆
動部３００とが設けられている。
【００３４】
　図４に筐体２１０の断面として表れている面は、第１ハウジング２１０ａの合わせ面で
もある。第１ハウジング２１０ａの合わせ面とは、Ｙ方向と直交する面であって、筐体２
１０として組み付けられた際に、第２ハウジング２１０ｂと接触する面のことである。但
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し、円で囲んだ拡大図に示されたリング部材２８０（後述）として示された領域は、合わ
せ面ではなく、リング部材２８０の切断面である。供給管２０５及び吸引管４００は、リ
ング部材２８０を貫通している。
【００３５】
　第４給水チューブ５４ｄは、筐体２１０内部でＵ字状に屈曲し、入口流路２４１に接続
されている。入口流路２４１は、液体室２４０（図６参照）を介して、供給管２０５に通
じている。
【００３６】
　入口流路２４１の流路径は、供給管２０５の流路径よりも小さい。このため、液体室２
４０内の圧力が変動しても（後述）、液体室２４０内の液体が入口流路２４１に逆流する
ことが抑制される。
【００３７】
　筐体２１０は、リング部材２８０を備える。吸引管４００の装着は、吸引管４００の一
部である挿入部４０５がリング部材２８０に嵌合し（図１２，図１３と共に後述）、吸引
管４００の一部であるフランジ４１０が、第１ハウジング２１０ａのリング部材２８０に
接触することで実現される。装着された吸引管４００内の流路は、吸引流路部材２３０に
通じている。吸引流路部材２３０は、供給管２０５よりも柔らかく、軟質の樹脂製である
。吸引流路部材２３０は、吸引力調整機構５００を介して、吸引チューブ４１に接続され
ている。
【００３８】
　吸引力調整機構５００には、吸引流路部材２３０と吸引チューブ４１とを接続する吸引
流路部材５１０と、吸引流路部材５１０内の流路と連通する孔５２２とが設けられている
。ユーザーは、孔５２２を利用して、吸引管４００による吸引力の調整ができる。具体的
には、孔５２２が開放されている面積を小さくすれば、孔５２２から流入する空気の流量
も小さくなるので、吸引管４００を介して吸引される流体（空気や液体等）の流量が大き
くなる。つまり、吸引管４００による吸引力が大きくなる。逆に、孔５２２が開放されて
いる面積を大きくすれば、孔５２２から流入する空気の流量も大きくなるので、吸引管４
００による吸引力が小さくなる。通常、ユーザーは、孔５２２の開放面積の調整を、親指
によって孔５２２を塞ぐ面積を調整することによって実現する。孔５２２が全く覆われて
いない状態では、吸引管４００による吸引力が微小になるように、又は吸引力が全く作用
しないように、孔５２２の形状が設計されている。本実施形態においては、吸引管４００
の流路面積が孔５２２の開口面積より大きいものの、吸引管４００の長さを十分に長くす
ることで吸引管４００の流路抵抗を孔５２２の流路抵抗よりも大きくしている。こうする
ことで孔５２２が全く覆われていない場合に、吸引管４００による吸引力を微小とするこ
とができる。
【００３９】
ネジ孔２２１ａ，２２２ａ，２２３ａは、第１ハウジング２１０ａに設けられている。ネ
ジ孔２２１ａ，２２２ａ，２２３ａには、ネジ２２１，２２２，２２３がネジ留めされる
。ネジ２２２は、駆動部３００の流路接続部材２５０に設けられた孔２５５（図５参照）
を貫通して、ネジ孔２２２ａに挿入される。
【００４０】
　図５は、駆動部３００付近を拡大して示す断面図である。駆動部３００は、流路接続部
材２５０と、ダイヤフラム２６０と、円筒部材３５１と、固定部材３５３と、圧電素子３
６０と、ピストン３６２と、を備える。
【００４１】
　圧電素子３６０は、積層型圧電素子である。圧電素子３６０は、伸縮する方向がＸ１方
向に沿うように、円筒部材３５１内に配置されている。
【００４２】
　固定部材３５３は、円筒部材３５１の一端に固定されている。具体的には、固定部材３
５３に外周に設けられた雄ネジ３５３ａが、円筒部材３５１の内周に設けられた雌ネジ３
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５１ｂに締結されることによって、固定部材３５３が円筒部材３５１の一端に固定されて
いる。
【００４３】
　圧電素子３６０は、固定部材３５３に接着剤によって固定されている。アクチュエータ
ー用ケーブル３１を構成する第１ケーブル３１ａ，及び第２ケーブル３１ｂは、固定部材
３５３に設けられた貫通孔を貫通し、圧電素子３６０に電気的に接続されている。
【００４４】
　ダイヤフラム２６０の素材は、金属であり、具体的にはステンレス鋼であり、さらに具
体的にはＳＵＳ３０４又はＳＵＳ３１６Ｌである。ダイヤフラム２６０は、圧電素子３６
０のプリロード（予圧）を実施するために厚めに形成される（例えば３００μｍ）。ダイ
ヤフラム２６０は、円筒部材３５１の他端を覆うように配置され、円筒部材３５１に溶接
によって固定されている。
【００４５】
　ピストン３６２は、圧電素子３６０の一端に接着剤によって固定されていると共に、ダ
イヤフラム２６０に接触するように配置されている。ピストン３６２は、異なる径の円柱
が、同心円として積層したような形状をしている。小さい径の方が、ダイヤフラム２６０
と接触している。このため、ダイヤフラム２６０は、端の方が押されず、溶接箇所には大
きな力が作用しないようになっている。ピストン３６２及びダイヤフラム２６０は、接着
剤等によって固定されてはおらず、接触しているのみである。
【００４６】
　円筒部材３５１の外周には、雄ネジ３５１ａが設けられている。雄ネジ３５１ａを、流
路接続部材２５０に設けられた雌ネジ２５３に締め付けることで、円筒部材３５１が流路
接続部材２５０に固定されている。
【００４７】
　圧電素子３６０は、アクチュエーター用ケーブル３１を介して入力される駆動信号に応
じて伸縮する。圧電素子３６０が伸縮すると、ピストン３６２が圧電素子３６０の長手方
向（Ｘ１方向）に振動する。ピストン３６２が振動すると、ダイヤフラム２６０は、この
振動に追従して変形する。なお、駆動信号によって圧電素子３６０を伸縮させることを、
駆動部３００を駆動させるという。
【００４８】
　図６は、ダイヤフラム２６０付近を拡大した断面を示す。流路接続部材２５０には、窪
み２４４が設けられている。窪み２４４は、流路接続部材２５０において、薄く円形状に
窪んだ部位である。窪み２４４に、ダイヤフラム２６０が覆い被さることで、液体室２４
０が形成される。このように形成された液体室２４０は、液体を噴射するための供給管２
０５と連通可能である。
【００４９】
　ダイヤフラム２６０が変形すると、液体室２４０の容積が変動する。この変動によって
、液体室２４０内に満たされた液体の圧力が変動する。液体室２４０内の圧力が低下した
際には、入口流路２４１から液体が液体室２４０に流入する。液体室２４０内の圧力が上
昇した際には、液体が液体室２４０から供給管２０５に流出する。このような向きに液体
が流れるのは、先述したように、入口流路２４１の流路径が、供給管２０５の流路径より
も細いからである。
【００５０】
　供給管２０５に流出した液体は、供給管２０５の先端から噴射される。液体室２４０内
の圧力が上昇するのは間欠的なので、供給管２０５からの液体の噴射は間欠的に実施され
る。
【００５１】
　図７は、供給管２０５と、吸引流路部材２３０とが分岐する部位の拡大断面図である。
吸引流路部材２３０の壁には、孔２３３ｂが開いている。供給管２０５は、孔２３３ｂを
貫通するように配置される。この配置によって、供給管２０５の一部は、吸引流路部材２
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３０の一部と二重管を形成する。供給管２０５のうち吸引流路部材２３０との二重管の内
管を構成する部位、つまり孔２３３ｂよりもＸ１方向プラス側の部位から、Ｘ２方向プラ
ス側の吸引流路部材の先端までの部位を、内管部２０５ｂ１と呼ぶ。そして、供給管２０
５のうち孔２３３ｂよりもＸ１方向マイナス側の部位、つまり、吸引流路部材２３０から
分岐した部位を分岐部２０５ａ１と呼ぶ。供給管２０５は、内管部２０５ｂ１を含むので
、内管部材ともいう。
【００５２】
　供給管２０５は、後端側２０５ａ２と、先端側２０５ｂ２とに区分することもできる。
後端側２０５ａ２は、供給管２０５においてＸ１方向に延びる部位である。先端側２０５
ｂ２は、供給管２０５においてＸ２方向に延びる部位である。先端側２０５ｂ２は、後端
側２０５ａ２に対し、Ｘ１方向プラス側に位置すると共に、Ｘ２方向プラス側に位置する
。
【００５３】
　後端側２０５ａ２が孔２３３ｂを貫通しているので、後端側２０５ａ２と先端側２０５
ｂ２との境界は、先端側２３２内に配置されている。このため、供給管２０５には、内管
部２０５ｂ１であり、且つ、後端側２０５ａ２である部位が存在する。
【００５４】
　吸引流路部材２３０についても、後端側２３１と先端側２３２とに区分できる。先端側
２３２は、Ｘ２方向に延びる部位である。後端側２３１は、Ｘ１方向に延びる部位である
。先端側２３２は、後端側２３１に対し、Ｘ１方向プラス側に位置すると共に、Ｘ２方向
プラス側に位置する。吸引流路部材２３０は、一部が内管部２０５ｂ１と二重管を形成す
るので、外管部材ともいう。
【００５５】
　吸引流路部材２３０は、保持部２３３を備える。保持部２３３は、吸引流路部材２３０
の流路として機能する主部から分岐した管状の部材である。保持部２３３の壁は、孔２３
３ｂを取り囲むように先端側２３２に接続されている。具体的には、保持部２３３は、樹
脂成形によって、吸引流路部材２３０と一体に成形されている。吸引流路部材２３０及び
保持部２３３は軟性の樹脂製なので、保持部２３３は弾性部材である。保持部２３３は、
孔２３３ｂの周囲から、Ｘ１方向マイナス側に真っ直ぐ延び、Ｘ１方向マイナス側の端部
として開放端２３３ａが設けられている。
【００５６】
　分岐部２０５ａ１と保持部２３３との間には、絶縁部材２７０が配置されている。絶縁
部材２７０は、高密度ポリエチレン製であるので、絶縁性である。絶縁部材２７０は、保
持部２３３及び分岐部２０５ａ１と共に、３重管構造を形成する管状の部材である。絶縁
部材２７０は、この３重管における外から２番目の管（つまり内から２番目の管）に該当
する。
【００５７】
　絶縁部材２７０は、保持部２３３の開放端２３３ａから挿入されることで、保持部２３
３内に配置されている。絶縁部材２７０は、保持部２３３よりも長い。よって、絶縁部材
２７０の一部は、保持部２３３よりもＸ１方向マイナス側に、はみ出している。絶縁部材
２７０のＸ１方向マイナス側の端部２７１は、第４給水チューブ５４ｄと交差する部位よ
りもＸ１方向マイナス側に位置する。端部２７１は、開放端２３３ａ等の部位に比べて、
筐体２１０との距離が長い。このため、ノイズとしての電気が、筐体２１０及び供給管２
０５を通じて圧電素子３６０に影響を及ぼすことが抑制される。
【００５８】
　分岐部２０５ａ１及び絶縁部材２７０は、締まり嵌めの寸法関係にある。同様に、絶縁
部材２７０及び保持部２３３は、締まり嵌めの寸法関係にある。分岐部２０５ａ１は、絶
縁部材２７０を介して、保持部２３３に保持される。つまり、保持部２３３は、供給管２
０５を保持するための部材である。なお、保持部２３３は、絶縁部材２７０よりも十分に
剛性が低い。よって、保持部２３３は、絶縁部材２７０が挿入されると、絶縁部材２７０
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よりも、大きく変形する。保持部２３３の径方向の変形は、保持部２３３の壁厚の約２０
％である。
【００５９】
　上記のように分岐部２０５ａ１及び絶縁部材２７０が締まり嵌めの寸法関係にあるため
、分岐部２０５ａ１と絶縁部材２７０との間がシールされる。同様に、絶縁部材２７０及
び保持部２３３が締まり嵌めの寸法関係にあるため、絶縁部材２７０と保持部２３３との
間は、シールされる。よって、孔２３３ｂと後端側２０５ａ２との隙間から流体が漏れる
ことは殆どない。
【００６０】
　上記のように保持部２３３によって分岐部２０５ａ１が保持されることによって、保持
部２３３と分岐部２０５ａ１がほぼ平行な状態で維持される。一方、先端側２３２と保持
部２３３とがなす角度θ１は、後端側２０５ａ２と先端側２０５ｂ２とがなす角度θ２と
ほぼ等しい。このため、先端側２０５ｂ２は、先端側２３２に対しほぼ平行に保持される
。なお、本実施形態では、角度θ１及び角度θ２は、１６０度に設計されている。
【００６１】
　上記のように、弾性部材である保持部２３３によって分岐部２０５ａ１が保持されるこ
とによって、供給管２０５の振動が保持部２３３によって吸収される。供給管２０５は、
圧電素子３６０の駆動や、ノズル２０７から受ける力によって振動する。
【００６２】
　ネジ孔２２１ａは、Ｘ１方向について孔２３３ｂよりもマイナス側に配置され、Ｚ１方
向について、分岐部２０５ａ１と、吸引流路部材２３０との間に配置されている。このた
め、筐体２１０は、内管部２０５ｂ１よりもＸ２方向プラス側において、先端側２３２を
収容可能な範囲で、細く設計されている。
【００６３】
　図８は、筐体２１０から吸引管４００を取り外した状態のハンドピース２００を示す斜
視図である。以下、この状態を分解状態という。一方、図２等に示されるように、吸引管
４００が装着された状態を装着状態という。吸引管４００は、ユーザーが手作業で、筐体
２１０に対して着脱可能な（取り外したり、取り付けたりできる）ように形成されている
。ユーザーは、術部の状態や装置の使用状態によっては、ハンドピース２００を分解状態
で使用してもよい。手術装置２０は、分解状態の場合、吸引装置としては使用されない。
以下、この着脱のための構造を説明する。
【００６４】
　図９は、吸引管４００の断面図である。吸引管４００は、挿入部４０５と、フランジ４
１０と、主部４２０と、を備える。挿入部４０５は、図４と共に説明したように、リング
部材２８０に挿入される部位である。挿入部４０５の先端面は、図９に示すように面取り
されている。この面取りによって、挿入部４０５をリング部材２８０に挿入する作業がし
やすくなる。フランジ４１０は、挿入部４０５よりも外径が大きい部位である。
【００６５】
　図１０は、図８の接続部１０の拡大図である。図１１は、接続部１０を、Ｘ２方向のプ
ラス側からマイナス側に見た図である。第１ハウジング２１０ａ及び第２ハウジング２１
０ｂの輪郭は、ほぼ互いに対称な形状である。但し、接続部１０においては、第１ハウジ
ング２１０ａ及び第２ハウジング２１０ｂの輪郭は、非対称である。
【００６６】
　第１ハウジング２１０ａは、図４と共に説明したリング部材２８０を備える。リング部
材２８０は、先端面２８１と、Ｒ部２８２と、円弧面２８３と、２箇所の平面２８４と、
抉れ（えぐれ）面２８５と、を備える。
【００６７】
　先端面２８１は、Ｙ－Ｚ２平面に平行な平面であり、リング部材２８０において最もＸ
２方向プラス側に位置する部位である。Ｒ部２８２は、先端面２８１と、リング部材２８
０の外周面と、を接続するＲ部である。
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【００６８】
　円弧面２８３、２箇所の平面２８４、及び抉れ面２８５は、貫通孔２８９の内周面２８
８を形成する。円弧面２８３は、Ｙ－Ｚ２平面に投影した形状が、円弧になる部位である
。抉れ面２８５は、リング部材２８０の肉厚が薄くなるように、円弧面２８３よりも径方
向外側に抉れた部位である。２つの平面２８４は、円弧面２８３と、抉れ面２８５と、を
接続する平面である。
【００６９】
　第２ハウジング２１０ｂは、凸部２９０を備える。凸部２９０は、抉れ面２８５によっ
て抉れた部位を埋めるように配置されている。凸部２９０については、図１４～図１７と
共に詳述する。
【００７０】
　図１２は、内周面２８８と、吸引管４００の挿入部４０５との嵌め合いを説明するため
の図である。図１３は、図１２に示された接触部１３Ｂ付近の拡大図である。図１２及び
図１３の説明では、内周面２８８と挿入部４０５と凸部２９０とを、Ｙ－Ｚ２平面に投影
した２次元における線として取り扱う。図１２及び図１３は、挿入部４０５と凸部２９０
とについては、外周面のみを示す。
【００７１】
　図１２及び図１３は、挿入部４０５と内周面２８８とのそれぞれについて、装着状態に
おける形状を正確に示している訳ではなく、分解状態の形状を示している。後述するよう
に、分解状態から装着状態に移行すると、挿入部４０５及び内周面２８８は、弾性変形す
るので、装着状態と分解状態とでは形状が異なる。
【００７２】
　図１２及び図１３において、挿入部４０５は、内周面２８８に対して、点Ｋが重なるよ
うに、且つ、対称軸Ｏが重なるように配置されている。点Ｋとは、Ｙ－Ｚ２平面において
、Ｙ方向の最もマイナス側に位置する点として、挿入部４０５及び内周面２８８それぞれ
に対して定義された点である。対称軸Ｏとは、Ｙ方向に平行な直線であり、点Ｋ並びに円
弧面２８３及び挿入部４０５の中心を通る直線である。
【００７３】
　図１３に示すように、円弧面２８３の内径は、内径ｄ３である。挿入部４０５の外径は
、図９，図１３に示すように、外径Ｄ２である。仮想内接円Ｖの直径は、直径Ｄ１である
。仮想内接円Ｖとは、点Ｋを通り、２つの平面２８４それぞれに接する仮想的な円である
。平面２８４は、円弧面２８３を含む円の弦に相当する。よって、内径ｄ３は、直径Ｄ１
よりも大きい。そして、外径Ｄ２は、内径ｄ３よりも小さく、直径Ｄ１よりも大きく設計
されている。このため、図１２，図１３に示すように、平面２８４の一部は、挿入部４０
５と重なり合う。このようにして重なり合った部位は、図１３においてハッチングで示さ
れている。従って、挿入部４０５を内周面２８８に挿入する際、挿入部４０５及び内周面
２８８は、少なくともハッチングで示された部位が弾性変形する。そして、挿入部４０５
は、２つの平面２８４からの合力として、Ｙ方向マイナス向きに力を受ける。この合力は
、部位１３Ａ付近に作用する。
【００７４】
　このようにして挿入部４０５は、貫通孔２８９に挿入されると、内周面２８８から部位
１３Ａ，１３Ｂ，１３Ｃの付近において面圧を受ける。この面圧に伴う摩擦力によって、
挿入部４０５は、内周面２８８に保持される。
【００７５】
　上記のように仮想内接円Ｖは、３点で内周面２８８に接している。円は３点が決まれば
形状が決まる性質を有するので、寸法公差等を考慮しても、仮想内接円Ｖの位置および直
径Ｄ１は安定する。本実施形態とは異なり、仮想内接円Ｖが４点以上で内周面２８８に接
するように設計されていると、寸法公差等を考慮した場合、実際の製品では接触点が減る
ことがあり得る。仮想内接円Ｖとの接触点の数が変動すると、挿入部４０５との接触状態
が不安定になる。本実施形態においては、仮想内接円Ｖが３点で内周面２８８に接するこ
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とによって、このような現象が回避されている。この結果、上記の摩擦力が安定するので
、装着状態では安定して吸引管４００が保持され、且つ、吸引管４００を容易に着脱でき
るような設計が実現できる。
【００７６】
　抉れ面２８５が設けられていることによって、内周面の変形能（ばね性）が確保される
。つまり、抉れ面２８５が設けられていることによって、挿入部４０５が挿入される際に
、平面２８４が受ける力によって、貫通孔２８９が広がりやすくなる。このため、挿入部
４０５を貫通孔２８９に挿入する際に過大な力が発生しなくなるので、挿入がしやすくな
る。
【００７７】
　抉れ面２８５によって形成された空間に凸部２９０が配置されていることによって、挿
入部４０５が凸部２９０に干渉することなく、挿入部４０５をリング部材２８０に挿入で
きる。
【００７８】
　図１４は、分解状態におけるハンドピース２００の外観を示す。凸部２９０は、図１４
の矢視では見えないので、破線で示されている。凸部２９０の先端面２９１（図１６参照
）は、リング部材２８０の先端面２８１よりもクリアランスＣ１だけ、Ｘ２方向マイナス
側に位置する。つまり、Ｘ２方向について、凸部２９０の先端面２９１は、リング部材２
８０の先端面２８１よりも筐体２１０の内部側に引っ込んでいる。このため、装着状態に
おいて、凸部２９０がフランジ４１０と干渉することがない。
【００７９】
　図１５は、第１ハウジング２１０ａから第２ハウジング２１０ｂを取り外した状態を示
す。第２ハウジング２１０ｂは、ネジ２２１，２２２，２２３を外せば、第１ハウジング
２１０ａから取り外すことができる。逆に、第２ハウジング２１０ｂは、第１ハウジング
２１０ａに位置を合わせて、ネジ２２１，２２２，２２３を、第２ハウジング２１０ｂに
設けられた孔２２１ｂ，２２２ｂ（図示しない），２２３ｃ（図示しない）に通して締め
付ければ、第１ハウジング２１０ａに取り付けることができる。
【００８０】
　上記のように第２ハウジング２１０ｂを取り外す作業には、凸部２９０をリング部材２
８０からＸ２方向マイナス側に引き抜く工程が含まれる。第２ハウジング２１０ｂを取り
付ける作業には、リング部材２８０に凸部２９０をＸ２方向プラス側に挿入する工程が含
まれる。
【００８１】
　上記のようにリング部材２８０に挿入された凸部２９０は、ネジ２２１よりもＸ２方向
プラス側において、第１ハウジング２１０ａと第２ハウジング２１０ｂとがＹ方向に分離
することを防止する。このため、筐体２１０の先端付近をネジによって締結しなくても、
第１ハウジング２１０ａと第２ハウジング２１０ｂとをしっかりと結合させることができ
る。ここでいう先端とは、Ｘ１方向プラス側の端部であり、Ｘ２方向プラス側の端部であ
る。
【００８２】
　上記のように、第１ハウジング２１０ａ及び第２ハウジング２１０ｂに設けられた構成
によって先端を結合させるので、部品点数の増大が回避されると共に、結合のために追加
した部品が手術中に脱落する危険性も回避されている。
【００８３】
　吸引流路部材２３０は、Ｘ２方向プラス側の端部に頭部２３５（図１９と共に後述）を
備える。第１ハウジング２１０ａから第２ハウジング２１０ｂを取り外した状態において
は、頭部２３５の半分が収容空間Ｓａ（図１９と共に後述）に収容されている。ここでい
う頭部２３５の半分とは、Ｚ２－Ｘ２平面によって２等分された頭部２３５のうち、Ｙ方
向マイナス側に位置する部位のことである。
【００８４】
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　一方で、第２ハウジング２１０ｂには、収容空間Ｓｂが設けられている。第１ハウジン
グ２１０ａに第２ハウジング２１０ｂを取り付けた状態において、頭部２３５は、収容空
間Ｓａと収容空間Ｓｂとによって形成される収容空間Ｓに収容される（図２０参照）。
【００８５】
　図１６及び図１７は、凸部２９０付近における第２ハウジング２１０ｂを示す斜視図で
ある。凸部２９０は、先端面２９１と、斜面２９２と、外周面２９３と、内周面２９４と
、を備える。外周面２９３及び内周面２９４は、図１１に示したように、抉れ面２８５に
収まるように形状が定められている。外周面２９３は、５つの平面によって構成されてい
る。内周面２９４は、弧面によって構成されている。先端面２９１は、第２ハウジング２
１０ｂにおいて最もＸ２方向プラス側に位置する部位である。
【００８６】
　斜面２９２は、先端面２９１と、外周面２９３を構成する各面との面取りによって形成
された部位である。斜面２９２が形成されていることによって、凸部２９０を抉れ面２８
５に挿入しやすくなる。
【００８７】
　図１７に示すように、第２ハウジング２１０ｂには、ストッパー２１１ｂと、小径部２
１２ｂと、大径部２１３ｂと、壁２１４ｂとが形成されている。ストッパー２１１ｂ、小
径部２１２ｂ、大径部２１３ｂ及び壁２１４ｂは、図１５と共に説明した収容空間Ｓｂの
境界面の一部を形成する。収容空間Ｓｂは、これらの境界に加え、ストッパー２１１ｂ及
び壁２１４ｂに開いた貫通孔を仮想的に塞ぐことによって区画される空間である。
【００８８】
　図１８は、リング部材２８０付近における第１ハウジング２１０ａの斜視図である。図
１８に示すように、第１ハウジング２１０ａには、ストッパー２１１ａと、小径部２１２
ａと、大径部２１３ａと壁２１４ａとが形成されている。ストッパー２１１ａ、小径部２
１２ａ、大径部２１３ａ及び壁２１４ａはそれぞれ、図１５と共に説明した収容空間Ｓａ
の境界の一部を形成する。収容空間Ｓａは、これらの境界に加え、ストッパー２１１ａ及
び壁２１４ａに開いた貫通孔を仮想的に塞ぐことによって区画される空間である。これら
の構成は、第２ハウジング２１０ｂのストッパー２１１ｂ、小径部２１２ｂ、大径部２１
３ｂ及び壁２１４ｂに対して、対称な形状である。
【００８９】
　図１９は、第１ハウジング２１０ａから吸引流路部材２３０を取り外した状態であり、
且つ、供給管２０５がリング部材２８０を貫通している状態を示す。吸引流路部材２３０
は、頭部２３５を備える。頭部２３５は、吸引流路部材２３０の最もＸ２方向プラス側、
つまり、先端側２３２の最もＸ２方向プラス側に形成されており、吸引流路部材２３０の
他の部位よりも外径が大きい。頭部２３５の外径は、ストッパー２１１ａの内径よりも大
きく、小径部２１２ａ及び大径部２１３ａの内径よりも小さい。
【００９０】
　吸引流路部材２３０を第１ハウジング２１０ａに取り付ける場合は、吸引流路部材２３
０をリング部材２８０に近づけて、頭部２３５の半分を収容空間Ｓａに収納する。こうす
ることで、頭部２３５がＸ２方向プラス側に移動することは、壁２１４ａによって制限さ
れる。さらに、頭部２３５がＸ２方向マイナス側に移動することは、ストッパー２１１ａ
によって制限される。さらに、頭部２３５がＹ方向マイナス側、或いはＺ２方向に移動す
ることは、小径部２１２ａと大径部２１３ａとによって制限される。
【００９１】
　同様な構造を有する第２ハウジング２１０ｂを第１ハウジング２１０ａに固定すること
によって、頭部２３５がＹ方向プラス側に移動することが、小径部２１２ｂと大径部２１
３ｂとによって制限される。この結果、頭部２３５が収容空間Ｓ内に保持される。
【００９２】
　図２０は、分解状態におけるハンドピース２００と吸引管４００との断面図である。図
２１は、装着状態におけるハンドピース２００の断面図である。図２０及び図２１を用い
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て、吸引管４００と、吸引流路部材２３０とのシールについて説明する。
【００９３】
　頭部２３５は、シール部２３５Ａを備える。シール部２３５Ａは、装着状態において、
頭部２３５の内壁から挿入部４０５に向かって盛り上がった部位である。つまり、シール
部２３５Ａは、頭部２３５の内壁から、頭部２３５の中心軸線に向かって盛り上がった部
位である。
【００９４】
　シール部２３５Ａにおいて最も狭まった部位の内径は、内径ｄ４である。シール部２３
５Ａは、Ｘ２方向について、頭部２３５の中心よりもプラス側に位置する。このため、シ
ール部２３５Ａは、Ｘ２方向について、大径部２１３ａ，２１３ｂの範囲内に配置されて
いる。頭部２３５において、最も広がった部位の内径は、内径ｄ５である。内径ｄ５は、
挿入部４０５の外径Ｄ２よりも大きい。
【００９５】
　上記のような寸法の関係であるため、挿入部４０５を頭部２３５に挿入すると、締まり
嵌めが実施されることになる。つまり、挿入部４０５を頭部２３５に挿入すると、図２１
に示すように、シール部２３５Ａが径方向外向きに力を受けて、頭部２３５が変形する。
この変形によって生じる反力と、挿入部４０５の外周面との接触圧によって、吸引管４０
０と吸引流路部材２３０との隙間がシールされる。
【００９６】
　大径部２１３ａ及び大径部２１３ｂが設けられているのは、頭部２３５と筐体２１０と
の接触によって、上記の変形が阻害されないようにするためである。このために、シール
部２３５ＡのＸ方向（挿入の方向）の位置は、大径部２１３ａ及び大径部２１３ｂのＸ２
方向の範囲に含まれる。
【００９７】
　一方、小径部２１２ａ及び小径部２１２ｂが設けられているのは、頭部２３５の径方向
の位置を安定させるため、及び装着状態において頭部２３５が過度に径方向に拡大するこ
とを抑制するためである。
【００９８】
　ユーザーは、フランジ４１０がリング部材２８０に接触するまで吸引管４００を押し込
むことで、吸引管４００の装着を正しく実行できる。この際、挿入部４０５の外周面は、
シール部２３５Ａとのみ接触する。よって、挿入部４０５と頭部２３５との接触面積は、
上記押し込みの深さによっては殆ど変わらず一定である。このため、挿入部４０５と頭部
２３５との摩擦力は、上記押し込みの深さによっては殆ど変わらない。このため、装着不
良が発生しにくい。ここでいう装着不良とは、上記押し込みが深くなることによって、押
し込むための力が大きくなり、フランジ４１０がリング部材２８０に接触する前にユーザ
ーが押し込みを止めてしまうことである。
【００９９】
　吸引管４００の内径は、内径ｄ６である。吸引流路部材２３０の内径は、内径ｄ７であ
る。内径ｄ７は、内径ｄ６よりも大きい。つまり、吸引流路部材２３０の流路径は、吸引
管４００の流路径よりも大きい。このため、吸引管４００を流れてきた固形物などが、吸
引流路部材２３０に流入する際に引っ掛かることが抑制され、吸引としての流れがスムー
ズになる。
【０１００】
　本発明は、本明細書の実施形態や実施例、変形例に限られるものではなく、その趣旨を
逸脱しない範囲において種々の構成で実現できる。例えば、発明の概要の欄に記載した各
形態中の技術的特徴に対応する実施形態、実施例、変形例中の技術的特徴は、先述の課題
の一部又は全部を解決するために、或いは、先述の効果の一部又は全部を達成するために
、適宜、差し替えや、組み合わせを行うことができる。その技術的特徴が本明細書中に必
須なものとして説明されていなければ、適宜、削除できる。例えば、以下のものが例示さ
れる。
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【０１０１】
　変形例１を説明する。図２２は、分解状態における吸引管４００ａとハンドピース２０
０との断面を示す。吸引管４００ａは、実施形態の吸引管４００の代わりに用いられるも
のである。ハンドピース２００は、実施形態と同じである。吸引管４００ａは、挿入部４
０５に凹み４０５ａを備える。凹み４０５ａは、挿入部４０５の外周に設けられた円環状
の窪みである。凹み４０５ａの断面は、円弧形状である。
【０１０２】
　図２３は、装着状態における吸引管４００ａとハンドピース２００との断面を示す。吸
引管４００ａを用いる場合、シール部２３５Ａは、挿入部４０５の挿入が正しい位置まで
実施されると、凹み４０５ａに嵌まる。このため、ユーザーは、挿入部４０５の挿入が正
しい位置まで実施されるとクリック感を覚える。よって、ユーザーは、吸引管４００ａを
正しく装着できたことを、触覚で判断しやすくなる。
【０１０３】
　変形例２を説明する。図２４は、接続部１０を、Ｘ２方向のプラス側からマイナス側に
見た図である。図２５は、接続部１０付近におけるハンドピース２００ｂの断面図である
。ハンドピース２００ｂは、実施形態のハンドピース２００の代わりに用いられる。
【０１０４】
　ハンドピース２００ｂは、第１ハウジング２００ｃと、第２ハウジング２００ｄとによ
って構成される。第１ハウジング２００ｃは、リング部材２８０ｂを備える。リング部材
２８０ｂは、段部２８７を備える。段部２８７は、抉れ面２８５の一部である。段部２８
７は、図２５に示すように、抉れ面２８５に段を形成する部位であり、Ｙ－Ｚ２平面に平
行な面を形成する。
【０１０５】
　第２ハウジング２００ｄは、凸部２９０ｂを備える。凸部２９０ｂは、爪部２９９を備
える。爪部は、凸部２９０ｂの外周面から、Ｙ方向プラス向きに突き出た部位である。
【０１０６】
　図２５に示すように、第１ハウジング２１０ｃと第２ハウジング２００ｄとが結合した
状態において、爪部２９９が段部２８７に引っ掛かる。このため、たとえネジ２２１，２
２２，２２３が緩むようなことがあっても、第１ハウジング２１０ｃと第２ハウジング２
００ｄとが分離してしまう可能性が低くなる。
【０１０７】
　以下、他の変形例を説明する。
　液体を間欠的に噴射するために、光メーザーやレーザー等の電磁波を照射したり、ヒー
ター等により液体を加熱したりすることによって液体を噴射する構成を用いてもよい。
【０１０８】
　手術装置２０は、液体を利用して手術を実施するための装置として、例えば、超音波を
利用して生体組織を破砕するタイプのものであってもよい。このような手術装置であって
も、供給管２０５から液体を供給し、液体や切除した生体組織を吸引管４００から吸引す
る構成は、実施形態で説明したものと同様なものを採用してもよい。
【０１０９】
　吸引管４００が筐体２１０に着脱可能であることを維持しつつ、リング部材２８０およ
び挿入部４０５の形状を変更してもよい。例えば、仮想内接円Ｖは、リング部材２８０の
貫通孔２８９に４点以上で接してもよい。
【０１１０】
　装着状態において、凸部２９０が抉れ面２８５内に配置されることを変更してもよい。
例えば、リング部材２８０の構成として、抉れ面２８５を設けなくてもよい。凸部は、装
着状態において、挿入部４０５と接触してもよい。
【０１１１】
　挿入部４０５の先端面は、面取りがされていなくてもよい。
　吸引管４００は、フランジ４１０を備えなくてもよい。フランジ４１０が無くても、挿
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入部４０５の先端面が頭部２３５と接触するまで押し込むことによって、吸引管４００を
正しく装着できる。
【０１１２】
　凸部２９０の先端面２９１は、面取りがされていなくてもよい。
　凸部２９０の先端面２９１は、リング部材２８０の先端面２８１から外側に突き出てい
てもよい。
【０１１３】
　リング部材２８０及び凸部２９０を廃止し、接続部１０において第１ハウジング２１０
ａ及び第２ハウジング２１０ｂの形状を、対称に形成してもよい。この場合、第１ハウジ
ング２１０ａは、リング部材２８０を切除したような形状にしてもよいし、第２ハウジン
グ２１０ｂは、凸部２９０を切除したような形状にしてもよい。さらに、この場合、第１
ハウジング２１０ａ及び第２ハウジング２１０ｂを端部において結合するために、第１ハ
ウジング２１０ａ及び第２ハウジング２１０ｂの端部に、リング状の別部材を被せてもよ
い。
【０１１４】
　供給管２０５は、リング部材２８０を貫通しなくてもよい。この場合、供給管２０５の
端部であるノズル２０７は、リング部材２８０の内部に配置されてもよい。
　ハンドピース２００は、供給管２０５を備えなくてもよい。供給管２０５を保持しない
場合、手術装置２０は、吸引装置として使用されてもよい。
【０１１５】
　吸引流路部材２３０と供給管２０５とによって形成される二重管について、供給管２０
５が外管部材、吸引流路部材２３０が内管部材であってもよい。
　保持部２３３と外管部材とがなす角度は、先端側２０５ｂ２と後端側２０５ａ２とがな
す角度と等しくなくてもよい。
　内管部材は、絶縁性の材料で形成されていてもよい。
　絶縁部材２７０は無くてもよい。
【０１１６】
　挿入部４０５と頭部２３５との締まり嵌めは、吸引流路部材２３０の流路を軸とし、吸
引管４００を孔とする嵌め合いでもよい。この場合、頭部２３５に設けられるシール部２
３５Ａは、頭部２３５の外周面に設けられてもよい。
　シール部２３５Ａの代わりに、挿入部４０５にシール部を設けてもよい。挿入部４０５
に設けられるシール部は、締まり嵌めの相手部材とある頭部２３５に向かって盛り上がる
部位である。つまり、このシール部は、実施形態のように挿入部４０５が締まり嵌めの軸
となる場合は、挿入部４０５の外周面に設けられ、実施形態とは異なり挿入部４０５が締
まり嵌めの孔となる場合は、挿入部４０５の内周面に設けられる。
　シール部２３５Ａに加えて、挿入部４０５の外周面に上記のシール部を設けてもよい。
【０１１７】
　頭部２３５は、収容空間Ｓに収容されなくてもよい。例えば、頭部２３５がリング部材
２８０の外側に配置されてもよい。
【０１１８】
　実施形態においては間欠的に液体を噴射する構成を採用したが、連続的に液体を噴射す
る機能を備えた構成を採用してもよい。例えば、間欠的な噴射と連続的な噴射とを使い分
けることができる構成でもよい。実施形態のハードウエア構成を利用して連続的な噴射を
実施するために、駆動部の駆動を停止または低下させた状態でチューブポンプのみを駆動
させてもよい。この構成の場合、間欠的な噴射を切除のために実施し、連続的な噴射を洗
浄のために実施してもよい。
　或いは、連続的な噴射のみが実施できる構成でもよい。この構成の場合、連続的な噴射
によって切除を実施してもよい。
　噴射する液体は、純水でもよいし薬液でもよい。
【０１１９】
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　これまで説明した内容において、ソフトウエアによって実現された機能及び処理の一部
又は全部は、ハードウエアによって実現されてもよい。また、ハードウエアによって実現
された機能及び処理の一部又は全部は、ソフトウエアによって実現されてもよい。ハード
ウエアとしては、例えば、集積回路、ディスクリート回路、または、それらの回路を組み
合わせた回路モジュールなど、各種回路を用いることができる。
【符号の説明】
【０１２０】
２０…手術装置、３０…制御装置、３１…アクチュエーター用ケーブル、３１ａ…第１ケ
ーブル、３１ｂ…第２ケーブル、３２…ポンプ用ケーブル、３５…フットスイッチ、４０
…吸引器、４１…吸引チューブ、５０…液体供給装置、５１…給水バッグ、５２…スパイ
ク針、５３ａ…第１コネクター、５３ｂ…第２コネクター、５３ｃ…第３コネクター、５
３ｄ…第４コネクター、５３ｅ…第５コネクター、５４ａ…第１給水チューブ、５４ｂ…
第２給水チューブ、５４ｃ…第３給水チューブ、５４ｄ…第４給水チューブ、５５…ポン
プチューブ、５６…閉塞検出機構、５７…フィルター、６０…チューブポンプ、６０ａ…
ステーター、６０ｂ…ローター、６２…供給モーター、２００…ハンドピース、２００ｂ
…ハンドピース、２００ｃ…第１ハウジング、２００ｄ…第２ハウジング、２０５…供給
管、２０５ａ１…分岐部、２０５ａ２…後端側、２０５ｂ１…内管部、２０５ｂ２…先端
側、２０７…ノズル、２１０…筐体、２１０ａ…第１ハウジング、２１０ｂ…第２ハウジ
ング、２１０ｃ…第１ハウジング、２１１ａ…ストッパー、２１１ｂ…ストッパー、２１
２ａ…小径部、２１２ｂ…小径部、２１３ａ…大径部、２１３ｂ…大径部、２１４ａ…壁
、２１４ｂ…壁、２２１…ネジ、２２１ａ…ネジ孔、２２２…ネジ、２２２ａ…ネジ孔、
２２３…ネジ、２２３ａ…ネジ孔、２３０…吸引流路部材、２３１…後端側、２３２…先
端側、２３３…保持部、２３３ａ…開放端、２３３ｂ…孔、２３５…頭部、２３５Ａ…シ
ール部、２４０…液体室、２４１…入口流路、２５０…流路接続部材、２５３…雌ネジ、
２５５…孔、２６０…ダイヤフラム、２７０…絶縁部材、２７１…端部、２８０…リング
部材、２８０ｂ…リング部材、２８１…先端面、２８２…Ｒ部、２８３…円弧面、２８４
…平面、２８５…抉れ面、２８７…段部、２８８…内周面、２８９…貫通孔、２９０…凸
部、２９０ｂ…凸部、２９１…先端面、２９２…斜面、２９３…外周面、２９４…内周面
、２９９…爪部、３００…駆動部、３５１…円筒部材、３５１ａ…雄ネジ、３５１ｂ…雌
ネジ、３５３…固定部材、３５３ａ…雄ネジ、３６０…圧電素子、３６２…ピストン、４
００…吸引管、４００ａ…吸引管、４０５…挿入部、４１０…フランジ、４２０…主部、
５００…吸引力調整機構、５１０…吸引流路部材、５２２…孔
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